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 師走に入り、今年もいよいよ一年の最後の月となりました。冬至を迎えるまであと少し。その

後はわずかずつでも日が長くなっていきます。それでも、一日一日は長いもの。そんな少々暗い

日々にうってつけの、読み物満載の季節便りとなりました。 

 図らずも、四国を故郷に持つお二人からのお話が並び、またハンガリー便りも続編です。野外

で集う会と忘年会のご報告、新年会のご案内と共に、理事会からの大切なお知らせとアンケート

も載っているので、最後までじっくり目を通していただければと思います。 

 

会員の皆さんから ～故郷 思い出すことなど、新天地～  

 

 

 

 私のふるさとの山と言えば、香川県ですので源平合戦、那須与一、扇の的でも有名かと思われ

る屋島、五剣山と言いたいところですが、私にとっての特別な山は、標高 512m "高鉢山"です。 

 讃岐七富士の一つで、珍しいのは、山の中腹に風穴、ずっと昔の火山活動で出来た自然洞窟が

あります。猛暑の時期でも、そこは 10℃～13℃位にしか上がりません。 

 私の実家は、その山から広がる峰と峰との間の米作段々畑を囲む 20軒余りの集落の一軒で、 

朝起きて外に出ると右手にこの山があり 左遠方に讃岐山脈の山並みが見え、四季折々の色と匂い

に包まれます。ふもとの学校には 5分で走り下り、帰りは 4倍かかって登り帰ります。 

 又、この山には、現在は廃止撤去されてしまっているのですが、航空灯台がありました。両親

が仕事で遅い日には、幼い弟と二人縁側で待つのですが、顔を見合わせると、その灯台の灯りで 

弟の顔が真っ赤になったり真っ白になったり。家の裏の松の木に登ると遠くに町があり、天気の

良い日には瀬戸内海が見えて、"遠いなあ " と......  

 そんな私がこんな遠くに来てしまい、それも山一つ無いところ。でも私の住むランドスクロー

ナ(スェーデン) は、対岸にコペンハーゲン。天気がどんよりの日には、デンマークの上に雲の山

ができるのです。本当に美しいスカイラインが浮かび上がり、車を止めて見いります。 

 山の子は、年を取ってもそんな事に感謝をし、癒され 幸せに 暮らしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 これまで 2回にわたりお話しした「うだつの脇町」と「阿波踊り」に続き、今回は脇町の隣に

位置する徳島県三好市の祖谷(いや)地方をご紹介します。 

 祖谷は徳島県と高知県の県境に位置する三好市にあり、美馬市から高知県へ向かって車で 30分

程の山間にあります。祖谷渓谷は、徳島県の最高峰である剣山(標高 1955m)を源とし吉野川へと 

私のふるさと 高鉢山            中村久仁子さん 

私の古里 その３「徳島 祖谷のかずら橋」   大日あけみさん 

 

 

 

 

現在の高鉢山 
整地されて小さな田んぼが一本の田んぼになり、 
お百姓さんは便利になっています。 



流れ込む祖谷川に沿った日本三大秘境のひとつで、平家落人(おちうど)伝説で知られた歴史的な

秘境なのです。 

 祖谷渓谷に架けられた「かずら橋」は全長 45m、幅 2mのシラクチカズラで 

作られた吊り橋で、今も 3年ごとに架け替えが行われます。大正時代に一度 

ワイヤーを使った吊り橋に架け替えられたそうですが、1928年、地域振興の 

ためにかずら橋が復活しました。水面上 14mに吊られたこの橋は、天気の良い 

昼間であれば渡ることが可能で、私も今から 15年程前に渡ったことがあります。橋床の隙間から

谷底が見え、脚がすくみ、吊り橋も揺れるので恐くなり、後戻りするにも私の後ろに 10人を超え

る人が居た為前進するしかなく、橋の手すりにつかまりながら青息吐息で渡った記憶があります｡  

 祖谷渓谷では、春の新緑はもちろん、秋の紅葉、冬の雪化粧と大自然の織りなす四季それぞれ

の絶景を楽しむことができます。 

 この吊り橋の由来には諸説があり、その一つが、平家の落人が追っ手から逃れる時、切り落と

せるように作ったという説です。また、このかずら橋の他に、奥祖谷には平家一族が“剣山の馬

場”へ通う為に作ったと伝えられている２本の吊り橋(男橋と女橋)もあります。 

 平安時代末期、時の権力者「平清盛」の政権に不満を持つ源氏の武士が平家を打倒しようと立

ち上がった権力を争う源平合戦(1180年～1185年)は、日本各地で繰り広げられました。1184年､

屋島(香川県)を拠点としていた「源義経」は、一の谷(兵庫県)の争いにおいて≪ひよどり越え≫

と呼ばれる崖を馬で真っ逆さまに駆け降りる奇襲作戦で勝利し、平家を西へ西へと追い詰め、屋

島の戦いに続く 1185年の合戦≪壇ノ浦(山口県下関)の戦い≫で、ついに平家は滅亡に至ります。  

 瀬戸内海での海戦で≪源氏の侍が海の中、馬上から平家の船に立てられた扇を矢で射る場面を

描いた絵≫をご覧になったことはありませんか？ 戦争とは言え何と優雅だったことか！ と思っ

たものですが、やはり戦争は戦争。人を殺しあう事には変わりがないはずですよね。平家の落人

の中には武士だけに限らず、公卿や女性、子供も含まれていた為、人里を避けて歩く当時の逃避

行は悲惨なものだったに違いありません。 

 注：“だんのうら”は四国に 2か所あり、壇ノ浦は源平最後の戦場で現在の 

 山口県下関市にあり、檀ノ浦はかつて香川県屋島の東側に存在した入江です。 

                         

 

 平清盛の甥、平国盛(たいらのくにもり)は屋島の戦いに敗れた段階で 30名の残党を連れて阿讃

山脈を越え阿波(徳島)へと入り、現在の三好市に住み始めましたが、追っ手に怯え、更に土佐(高

知)との境の東祖谷の落合集落に移り、名を“平”から“阿佐”(阿波の阿と土佐の佐)へと変えて

隠れ住みました。この一帯は険しい山に囲まれた天然の要塞を備え、急斜面に形成された集落は

まさに平家落人にとって隠れ里にふさわしい桃源郷だったのでしょう。祖谷渓谷に架けられたか

ずら橋を渡っても、そこから平家の落人が住んだという当集落へ行くには、現在でも山間の道を

迷い迷った末にやっとたどり着けると言われる程です。 

 この伝説とは別に、壇ノ浦の戦いで入水したとされている、当時幼かった安徳天皇が、実際に

は屋島の戦いに敗れた後、平国盛に守られ 100人の部下とともに祖谷に逃れたという伝説もあり､ 

900年後に生きる我々はどの説を信じたら良いか迷ってしまいます。いずれにせよ、平家の赤旗 

(軍旗)が数百年前から現存していること、平家落人伝説にまつわる史跡が数多く残されているこ 

2 源平合戦の図 「那須与一」 
楊洲周延(ようしゅうちかのぶ) 作 
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とから、祖谷の落人伝説は他の平家落人伝説に比べ信憑性が高いそうです。 

 

 同じく祖谷渓谷にある大歩危
おおぼ  け

・小歩危
こ ぼ け

は、激しい流れで知られる吉野川が長い年月岩肌を削り

取った荒々しい奇岩から成る絶景で、既に長野県の木曽路を歩き、「寝覚の床」をご覧になった

方は、その風景をイメージして頂くと良いと思います。 

川岸から遊覧船が出ており、祖谷川の岩を眺めたり、 

清流に泳ぐ鮎を目で追ったりしながら、のんびりした 

川下りが楽しめます。 

 私は 50年前と 15年前、2度祖谷地方を訪ねているのですが、いずれも脇町からの日帰り旅行

で、落合集落を訪問する機会もないままに月日が過ぎてしまいました。                       

 

 さて、皆さんはご自分の生まれ故郷で古くから歌われている“民謡”を思い出されることはあ

りませんか？ 私は民謡の内でも明るく楽しい民謡より、むしろ少し寂しく哀愁をおびた民謡が

好きで、一人歩きしている時などによく歌うのが、今回ご紹介する祖谷地方に伝わる民謡≪祖谷

の粉ひき唄≫です。この民謡で歌われる“粉”とは“そば粉”のことで、この地方の名物は、つ

なぎが少なく、そば粉の割合が多い“祖谷そば”なのです。 

 

 

 

 

 

 

 紙上ではこのメロディーを聴いて頂けず残念なのですが、グーグル等で≪祖谷の粉ひき唄≫を

探してみて下さい。 歌い手によっては、元気が良すぎて哀愁が伝わってこないかも知れません

が、伴奏が無くても物静かに郷愁をそそるように歌う歌い手だと、なぜか心が洗われるように気

持ちが落ち着いてくるのです。 

 

 今回、何故 祖谷のかずら橋について書いたかと言いますと、この年になって、高校時代の同級

生の中に“祖谷出身の美人さん”がいたのを思い出したからなのです。脇町では、当時、幼稚園

から中学校まで脇町界隈に住む子供が通っていたのですが、高校ともなると、脇町だけでなく隣

の町からも学生が来ていました。従って、中学までは顔見知りの友達がクラスメートだったのに､ 

急にそれまで会った事の無いようなクラスメートも増えたのです。その新しいクラスメート中に､

「綺麗な人だな～」と思う女の子が居て、どこの町から来てるのだろうとうわさしていたところ､

その人が三好市祖谷から来て脇町に下宿しながら通学していることが分かったのです。徳島の脇

町は町とはいえ田舎なので、祖谷はもっと田舎であるはずなのに、どうしてこんな美人が居るの

だろうと調べた結果分かったことが、≪祖谷は平家の落人が逃げてきて住み始めた落人の村≫で､

その村出身の人は美人が多いという事だったのです。 

 

 今頃こんなことを思い出したりして、、、と我ながら変に思ったりするのですが、皆さんはそ

んなことってありませんか？       

≪祖谷の粉ひき唄≫ 

1: 祖谷のかずら橋ぁ～ 蜘蛛の巣の如く～  2: 祖谷のかずら橋ぁ～ ゆらゆ～ら～揺れど～ 

  風も吹かんのに ゆ～ら～ゆ～ら～と～    主(ぬし)と手を引きゃ こ～わ～く～ない～  

  吹かんのに～ 吹かんの～に 風も～      手を引きゃ～ 手を引きゃ～ 主と～ 

  風も吹かんのに ゆ～ら～ゆ～ら～と～    主と手を引きゃ こ～わ～く～ない～ 

3 大歩危・小歩危   

 

 



 

 

 どうも、大変ご無沙汰しております。以前、団体で理事を務めさせていただき、今はハンガリー

に住んでいる渡辺林太郎です。デンマークを離れてしばらく経つので、季節便りを読まれている

方の中には、お会いしたことのない方もいらっしゃるかもしれません。でも、鈴木理子さんのお

計らいでたまに季節便りに寄稿させてもらっているので、記事を通して覚えてくださっている方

もいるかもしれません。 

 今回は、前回の記事のその後について「断念」「継続」「挑戦」と分けてお伝えします。 

 まずは「断念」についてです。 

 ハンガリー語、キッパリ諦めました！理由は簡単です､「難しい」。前回の記事では、心優しい

ハンガリー人たちに助けられながら少しずつ頑張っています みたいなことを書いた覚えがあり

ますが、ごめんなさい、諦めました。ハンガリー人たちは相変わらず優しいのですが、それでも

諦めました。デンマークの時と全く同じ轍を踏んだというわけです。いやはや、こればっかりは

言い訳も何もございません。自分の甘さゆえ、です。苦手なんですよね〜。デンマーク語のあの

難解な発音と比べれば、ハンガリー語はなんとかなるだろうと高を括っていたのが間違いでし

た。最近は「諦めが肝心」という言葉が頭の中を駆け巡っています、はは。 

 そんなこんなで人間、得意、不得意があることを再認識するのですが、ここからは「継続」に

ついてのお話です。以前の記事でもお話ししましたが、自分は空手を生業にしています。指導の

傍、選手生活も継続しています。そして、今年の９月にハンガリーの南部で行われたヨーロッパ

大会で優勝することができました。 

 実を申しますと、ハンガリーに来てからというもの負けが混んでいて、しか 

も負け方が失神 KOも含めた一本負けばかり、という惨たらしい結果が続いて 

いたのでした。これはもう潮時かな、競技はもう引退して指導に専念かなぁ、 

という思いも頭をよぎりました。と申しますのも、大会に出るとなると、それ 

に向けてある程度の準備が必要ですし、気持ちを作るのも年々しんどくなる 

わけです。それでも、幸い「好きなこと」と「やれること」が同じである 

こと、そして勝った時のあの興奮、何ものにも変えがたいあの喜びをもう一度、という気持ちが

勝り、なんとか続けてこれました。そして、ヨーロッパ大会優勝。これは本当に嬉しかったです

ね。継続は力なり、細くても長く続けていけば、たまにはいいことがあるんだな、と思えました｡ 

 そして、指導の方ですが９月からブダペストにある大学で指導が始まりました。大学のスポー

ツ部のカリキュラムの中で球技やダンス、ヨガなど数ある選択科目の一つとして、空手を選択し

てもらう形です。なので、嫌々来ている生徒さんが少なく、みんなそこそこやる気のある人たち

なのでとても楽しくやりやすいです。覚えるのも早い。ただ、残念なことにリピートができない

ので、一学期を終えてしまったら次は選択することができません。ですので、こうなったら大学

構内に空手サークルを作ってしまおう、とスポーツ部にお願いをしているところです。「必須だ

し興味本位で選んだだけだった空手が思った以上に楽しかった」「一学期のみで終えたくない、

継続したい」という生徒に提供できる場ができれば良いな、と考えています。そして、ゆくゆく

は外部にも開放できる空手道場として形作ることを目標にしています。さて、ここまで読んで、

「あれ、ハンガリー語喋れないのになんで？」と思われた方もいるかもしれませんが、指導は英

 ハンガリー通信                渡辺林太郎さん        

 

ヨーロッパ大会優勝！ 



語です。そもそも、僕がハンガリー語を学んでいた一番の動機は空手の指導でした。幸いにも英

語で指導できる環境を見つけてしまったのも、ハンガリー語を諦めた一つの要因でした（言い訳

ですが）。 

 そして、最後に「挑戦」です。 

 自分には、９歳になる娘がいます。このご時世、自分の身は自分で守れるようになってもらい

たいとの思いから、年少から空手を指導してきたのですが、人を叩くのがどうしても好きになれ

ない、とやめてしまいました。それでも、何か護身になる格闘技を身に付けてもらいたい、と辿

り着いたのが、柔術です。殴る蹴るがなく、関節技を主流とした格闘技です。 

 柔術の優れたところは、相手へのダメージをこちらでコントロールできる、という点です。相

手の骨を折ったり靭帯を切ったり大きなダメージを与えることもできれば、逆に裸絞めなどで失

神させたり、押さえつけることで、相手を無傷で制圧することも可能なのです。 

 幸い娘の性に合っているようで、楽しく学んでいます。そして、僕も 

見ているうちに魅了されてしまい、なんと柔術、始めちゃいました！ 

娘に付き合う形で、ちょっとやってみたらこれが面白くて堪らないわけ 

です。ちょうど若い頃に空手を始めた感じに似ています。 

 45歳で新しいことを始めることに若干躊躇もしたのですが、娘と 

一緒に学べることで娘にも良い刺激になるだろうし、何よりもまた白帯から始めることにウキウ

キしています。学ぶことは楽しい！という感じでしょうか。早速、欲張って大会も目指していき

たいと思っています。空手と柔術、二足の草鞋ですね。 

 何やら、単なる自己満足的な内容になってしまいましたね。すみません。ただ、僕が住んでい

るハンガリーについては前回の記事で書き尽くしてしまった感があります。正直、あれ以上は何  

          もない印象です（あくまで僕個人の印象ですが）。それでも、人々の多く  

          は優しくて、ご飯もそこそこ美味しく、古き良き中欧の景色を色濃く残し 

          ているブダペスト、ご興味のある方はぜひ遊びにいらしてください。 

                      ご連絡をいただければ、タイミング次第で 

                    観光のお手伝いができるかもしれません。 

           

 

     ---------------------------------------------------------------- 

 

       

 Novemberkaktus（「シャコバサボテン」の一種） 

  主人の叔母からもらい、その時にも既に大きなサボテンで、 

 私が世話して 50年になります。見ているだけで癒されます。 

 

 

 

 

 

1１月初旬 花盛り サボテンには寿命があるの？ 

                   ～知恵子ピーターセンさんの窓辺～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出来立ての柔術キッズクラス 

ドナウの真珠「ブダペスト」 

 
 

大学イベントでの板割り 



Klub Japanの催し 

 

10月 30日（水）野外で集う会より  

 

 寒さも落ち着いた秋の午後、紅葉の中、散策を楽しまれた 

ようです。カサッカサッという落ち葉を踏む音が聞こえて 

きそうですね。 

 

 

 

 

 

 

 

11月３日（日）忘年会より  

 あっという間の 3時間 

 

 11月 3日の日曜日の午後、KJの忘年会が開催されました。8名のメンバーが集まって、食べ 

放題のお寿司や一品料理を楽しみました。 

 各自小さなプレゼントを持参して、皆何かがもらえるというお楽しみ抽選会もあり、チョコ 

レートやクリスマス飾り、お手製の置物、カレンダーキャンドルなど、持ち帰りました。 

 久しぶりにメンバーの方々とお会いして、近況報告が出来、あっという間の 3時間でした。 

 今年ももう残すところ一カ月を切ってしまいましたが、来年もまた、皆さんと元気に交流の集

いやその他イベントでお会いできますように！ 

 

 

 

 

 

                              廣川由佳さん 

 

 

Klub Japanからのお知らせ 

                       

【理事会役員の募集】            

 Klub Japan理事会で長年団体のために無料奉仕してくださった役員達も高齢化、病気等の理由

で、新しい役員が引き継いでくれることを望んでいます。高齢者への支援活動について話し合う

ことに興味を持ち、無料奉仕でやってくれる方に引き継いでいただければと願っています。 

年齢、性別は一切問いません。 

    
 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

     

 

 

     

 

 



理事会の主な業務 

➀理事会会議: ZOOM会議。７月と 12月を除き約２か月に１回、年に５回。所要時間２時間。 

 Klub Japanの全ての支援活動、行事の企画、そして高齢者問題について話し合っています。 

 支援の方向を話し合っていくのも理事会の大事な業務です。 

➁総会、交流の集い（ネットワーク作り）、野外で集う会の企画及び担当。 

 他に季節便りを年 4回、一人の編集者のイニシアティブで会員に発行することができています｡ 

 交流の集いのプログラムにある日本の歌は、長年、複数の会員の方達の尽力のおかげです。 

 理事会では、高齢者支援として訪問援助、会話援助、送迎援助等を会員からの要望に応じて準

備し、提供しています。 

➂理事会の構成: 役員５名、代替２名。理事役員の任期は２年、代替の任期は１年。再選可。 

 総会後、構成会議によって理事会役員の役割を決定。 

  

 2012年に設立総会を開いてから 12年半が経ちました。この間に Klub Japanと長いお付き合い

のあった４人の会員の方が永遠の眠りにつき、私達はお別れを余儀なくされました。今でもその

方達の思い出は私達の胸に深く残っています。Klub Japanを通してのお付き合いが続いて喜んで

いただき、感謝されたことは、私達に希望と元気を与えてくれました。 

 これからも高齢者問題に取り組み、高齢者を支援していくことが出来るように、役員となって

協力してくれる方からの申し出がありますよう願っています。     

                                  理事一同 

 

理事会より アンケートのお願い 

 

  こんにちは！今日は会員の皆様に Klub Japanの活動の説明をしたのち、簡単な質問にお答え 

いただくことをお願いしたく、少しばかりのお時間をお借りします。 

 理事会では、【集う会】（仮称）をこれまでの活動に加えて、2025年に『試み』として行い  

ます。会員の社会的交流を目的にした勉強会や食事会で、Valby Kulturhus を借りて行います。 

 会員の興味と知りたいと思うテーマを取り上げ、事前調査を行い、勉強会として知識の共有、

より深い知識を得るために、同じテーマのもとに再度開くことも可能です。又、集う会を食事会

として開き、食事を各自持参、又はまとめて注文して、おしゃべりを目的に、楽しい時間を共有

することもできます。 

 注*Valby Kulturhusの部屋の予約確認メールには、以前とは違って Kulturhusetでは用意が出 

  来ない為、食事・飲物の持ち込みを歓迎しますと書いてあります。 

 

 2025年１月 26日（日）の新年会は、【集う会】第１回目の試みです。10名～20名の参加者が

あることを期待しています。 

そこで質問①です。 

あなたはこの【集う会】（仮称）の試みの説明を読んでどのように受け取りましたか。下記から

選んでください。 

下記の４つ以外に、感想・意見がありましたら、その他の右、コメント欄に書いてください。 



【 】１．勉強会も食事会も楽しそうで興味を持ちました。 

【 】２．ポシティブな社会的交流はとても大事なことなので、ぜひ参加してみたいと思いまし 

    た｡ 

【 】３．勉強会のテーマにもよるけれど、都合が合えば出来るだけ参加したいです。 

【 】４．その他  コメント欄:  

 

質問➁です。  

勉強会のテーマに取り上げて欲しいこと、詳しく知りたいこと等の希望を書いてください。 

テーマの提案（                                 ） 

 

 Klub Japanが団体として創立して、デンマークにおける高齢化問題を考えるとき、【老人ホー

ム構想】は団体の趣旨（Formål）の一つでした。ユダヤ系高齢者施設や Mangfoldigheds 

Plejehjem Peter Lykke Centerを訪問して、お話を聞きました。ENJA（European Network of 

Japanese Associations）の大会に参加して、高齢者専用住宅の建設を考えている国がヨーロッパ

にあることも知り、会員の皆様にご報告いたしました。2023年のアンケートからは、多くの一般

日本人にも、日本人専用の高齢者施設に関心がある事が分かりました。 

 2024年９月の交流の集いでは【老人ホーム】をテーマにして、Klub Japanが過去に訪問した老

人ホーム２か所と、Dagmarsminde（医者と相談しながら、投薬は出来るだけ減らして、各個人へ

の思いやりで介護を行って成功している老人ホーム）という認知症高齢者専用の老人ホームを紹

介しました。 

 今後も老人ホーム構想は Klub Japanの趣旨として色々な機会に取り上げ、高齢化問題も随時取

り上げて、会員の皆様と新しい情報を共有していきたいと思っています。次回 2025年３月 23日

（日）の交流の集いでは、『終の住処について』をプログラムにと考えているところです。 次回

の交流の集いの案内に、プログラムとその概要を書いてお知らせします。 

 

質問③です。 

もしあなたが将来デンマークで老後を過ごすつもりの場合、又そうでない場合も、これからあな

たにとっての高齢化問題とは何だろうと思いますか。思いつくままに書いていただけますか。  

答え （                                      ） 

   

 Klub Japanでは、これまでに、訪問援助、会話の友、送迎の支援などを希望された会員にボラ

ンティアで支援を行ってきました。もしあなたが必要と感じている支援がありましたら、教えて

ください。複数の会員が同じように感じていることが分かりましたら、何らかの支援方法がない

か模索したいと思います。 

 理事会では、2019年頃、日本語とデンマーク語の二か国語で表記したエンディングノートを作

成し、会員には 25krでお分けしています。さらに訪問援助の利用を考えている会員には、訪問援

助の手引きを読んでいただくことをお勧めします。こちらは無料でお分けしています。この二つ

のどちらかでも希望される方は、メール: klubjapan@gmail.com まで何を希望されるかを書いて

申し込んで下さい。連絡があり次第お返事いたします。                 

mailto:klubjapan@gmail.com


  

質問④ あなたは Klub Japanの訪問援助、会話の友、送迎の支援のボランティア奉仕が、これ

まで需要と供給のバランスを保ちながら、会員に利用されてきたことをご存知でしたか。 

【 】１．そのような支援について、もっと詳しく知りたいと思います。 

【 】２．どんな支援が他にも可能であるか分からないので、今の希望を書きます。 

  （私の希望は……                                ）                      

【 】３．ボランティア支援について、将来、利用する必要が生じるか、今はまだわかりません｡ 

【 】４．将来もしそのような支援が必要となったら、利用したいと思います。 

  

 今回の質問は以上です。皆様からの協力と回答が届くのをお待ちしています。 

 回答は遅くとも１月 15日までにメール: klubjapan@gmail.com 或いは携帯番号: 22596661 へ

お電話でいただけますように宜しく願いします。メールの場合は、先に質問番号を書いて、その

横に答えの番号、或いはコメントを書いて送ってください。電話の場合は口頭で答えてくださ

い。お待ちしています。 

 

 今日は最後まで目を通してくださり、ありがとうございます。 

 皆様の健康をお祈りして、どうぞ楽しいクリスマスと良い年越しをなさってください。 

 2025年も Klub Japanをどうぞよろしくお願いします。       

                             理事会一同より 

  

Klub Japanの今後の催し

 

・第 20回交流の集い 2025年 3月 23日（日） 於 Valby Kulturhus 

  詳細は、後日お知らせします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



秋冬の景色 

       

 10月 山形 蔵王連峰      11月 奈良 依水園の紅葉 12月 日本平から望む富士山 

       

11月 北シェラン 雪景色   ハンガリー 冬模様 
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季節便り 9 師走版 2024年 12月 5日発行 

写真・文章協力 大日あけみ、中村久仁子          

        知恵子ピーターセン、廣川由佳 

        渡辺林太郎（敬称略） 

        匿名の方々、日本在住の方々 

編集責任     鈴木理子 

皆さんの近況、写真、身近な存在、おすそわけ話、俳句、川柳、短歌等、いつでも

お寄せ下さい。 投稿はこちらまで michikoriko@gmail.com 

 

 皆さんは、今年はどのような一年をお過ごしに 

なったでしょうか。 

2025年はどんな年になるのか検索してみたところ､ 

復活、再生、変化、成長と結実、土台作り等々、

様々なことばが出てきました。皆さんにとって、ど

うか穏やかに過ごせる心地よい年となりますように｡ 

 どうぞよいお年をお迎えください。 

 次回は３月、交流の集いのご報告も兼ねた季節便

りを発行する予定です。 

 それまでどうぞお元気でお過ごしください。 

全ての活動について、会員の皆様に随時メールで案内

を送ります。Klub Japanのホームページにも活動の

詳細を順次掲載いたします。  https://klubjapan.dk/ 
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